
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成 25 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

   事 業 内 容               

 

                            

                           

 

   事 業 効 果                     

 

【目標・ねらい】 

●会員の高齢化への対応と負

担軽減                      

●他団体との連携                    

●耕作放棄地の減少           

 

 

                                                          

    

   今後の取り組み    

 

 
※１自己評価（事業実施率）欄は、「Ａ」90％以上、「Ｂ」70～89％、「Ｃ」50～69％、「Ｄ」49％以下で示すこと。 
※２自己評価（事業効果）欄は、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 北山カタクリ群生地を守り続ける事業 

事業主体 

（連絡先） 

かたくりを愛する会 

090-9664-6725 

事業区分 地域協働に関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費     ５１０，０００ 円（うち支援金： ３４０，０００ 円） 

※２自己評価（事業効果）【 Ｂ 】 

※１自己評価（事業実施率）【 Ｂ 】 

４月１０日からカタクリ群生地の整備から始ま

り、カタクリ祭り、一連のそば畑の整地・蕎麦の

栽培作業及びカタクリ群生地周辺の環境整備を

行い１１月３日に第１１回北山新そば祭りを開

催した。                    

今年度は、過去に行っていない会員の意識調査を

行い、今後の会の運営と活動について課題を拾い

出し検討した。                      

ロータリーの納品が、消費税のかけ込み需要の影

響で１２月２０日となってしまい、秋の整地作業

に間に合わなかったため効果は来年度検証する

ことになる。 ただ今年度の整地作業でも数台の

トラクタが故障してしまい老朽化している個人

のトラクタ多くなってきており、その機能の補完

が期待できる。                  

ロータリーの購入が会員の負担軽減の一助になるため、今後増える耕作放棄地の解消にも他

団体と連携し利用していきたい。今年度、この事業を元気づくり支援金に申請したことをき

っかけに、会員の意識調査を行った。会員の高齢化による後継者不足と労働力の限界が大き

な課題となった。今後は他団体との連携を強くするとともに、ワーキングホリデーなどの仕

組みづくりをしながら会の課題を解決するよう進めていきたい。                       


